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中期目標達成に向けた
フローチャート

研究開発局海洋地球課

海洋研究開発機構

参考資料7
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海洋調査、室内実験等
の実施

資源の形成過程に係る
要素の定量的把握

形成モデルの構築と成
因解明

プラットフォーム及び
センサ技術を用いた効率
的な調査手法の確立

科学調査を加速し、
基礎データ等を収集

環境影響評価手法の確
立に向けた調査研究

環境影響評価手法の
提案

環境影響評価手法の
確立

実海域調査への活用

海底資源の持続的な
利活用への貢献

期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）

Ⅱ-１-（１）海底資源研究開発

他機関との連携強化
（民間企業への技術指導）

民間企業への技術移転
の推進

鉱床候補地の推定
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地球規模の環境問題への
適応に向けた貢献

国際的な取組への貢献、
（国際的プレゼンス

の向上）

我が国気象等への影響評価

地球環境の変動に係る包括的理解

新たな観測データの収集・蓄積・分析

船舶やブイ等を用いた高度
な地球環境変動の観測

予測モデルやシミュレーション
技術を用いた我が国への影響
把握するための研究開発

我が国の政策等への貢献、
議論のリード

北極海域等の我が国への影響が
大きいと考えられる領域の

観測・調査研究

国際的な取組への科学的
知見の提供、プログラムの

リード

Ⅱ-１-（２）海洋・地球環境変動研究開発
期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）



Ⅱ-１-（３）海域地震発生帯研究開発

海溝型巨大地震に対する
防災・減災対策への貢献
（国や自治体での活用）

生態系への影響と
回復過程の把握

社会・環境に与える
影響の理解

高度な
観測技術の

活用

地震・津波に起因する
災害ポテンシャル等の評価

海域における
リアルタイム
地震・津波
観測網の整備

より高精度な
モデルの確立

プレートの
沈み込み帯
活動の定量化

地震発生帯の精緻な
調査観測研究の実施

国や地方自治体への情報の提供

海溝型地震の
物理モデルの

構築

海洋生態系の
モニタリング

調査

期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）

海溝型地震の
発生メカニズムの理解
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極限環境生命圏を含む海洋調査

生物多様性創出
メカニズムの解明

生物学的特性や
多様性に関する
情報提供等

極限環境下での海洋生物特有の機能を
活用したイノベーションの創出

海洋生物多様性の維持と
持続的な利用推進

Ⅱ-１-（４）海洋生命理工学研究開発

国際的な取組への貢献

ライフサイエンス分野・工学研究との
融合及び産学官連携強化

観測データの収集・分析、極限環境生命圏等に関する新しい知見の蓄積

深海生物等の有する有用な機能の解明

期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）

海洋生態系の機能、
地球環境との相互作用、
物理・化学プロセスと
生物の関連の理解



6

Ⅱ-１-（５）先端的基盤技術の開発及びその活用

「ちきゅう」等による
海洋掘削

新たな科学的命題解決
のための研究開発

船舶、海洋観測網、観測機器
等の開発、観測や調査等の
効率的・効果的な推進

海底下深部における知見
の活用

国際深海科学掘削計画
（ＩＯＤＰ）の科学プラ

ン達成に貢献

深海調査システム等
の運用技術の開発

深海調査システム等
の高度化、要素技術
の開発

期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）

海洋地球科学における先端
的な融合情報科学の推進

地球シミュレータ等の活用

先端的な融合情報科学に
関する研究開発、

モデリング手法やシミュ
レーション技術等に関する

数理的研究開発

広大な海洋空間の総合的理解
我が国の海洋科学技術の推進への貢献

中期目標Ⅱ-１-（１）～（４）の研究開発課題への横断的取組


